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文責 : 小松正義 

 

 中学校初めての地区大会が終わりました。地区大会の中から１年生には多くのことを学ん

でほしいと、前号の「花さき山」に願いを込めました。いろんなことを感じ、学んで来てく

れたことをうれしく思います。 

    ３年生をめざして 

柔道部                       勝見 倖多（２組） 

部活動でこれからめざしたいことは、新人戦で１勝することです。僕はまだ柔道初心者なので、あ

まり技術は持っていません。これからどんどん技術を高めて、１勝したいです。 

先輩方の姿を見て、すごいと思ったし、新人戦では３年生のように勝ちたいです。これからも３年

生を見て、技、心構え、態度などを覚えていきたいです。そして、３年生のように体の大きい相手に

対しても、あきらめず堂々と戦えるようにしたいです。 

新人戦では団体戦には出られないけど、個人戦で祥仁くんと２人で勝って、県大会など大きな大会

に出て、立派な成績を残せるような選手になりたいです。 

    今回の地区大会で学んだこと 

サッカー部                    長岡 昊佑（２組） 

僕は今回の地区大会は、クラブに所属しているので試合には出られなかったけど、試合を見た

り応援したりしていると、３年生の先輩から声を出していて、勝っていても負けていても、最後

まであきらめずプレイしているところが、とても印象に残りました。それから全員が本気で協力

しているところも、すごいなと思いました。 

今回の地区大会で学んだことは、飯豊中に限らず、どの中学校もスポーツマンシップを大切に

して、１試合１試合手を抜かずに最後までやり切っていたことです。僕のクラブチームでも、今

回学んだことを思い出して、自分から声を出したり、スポーツマンシップの心を大切にしたりし

ながら、最後まであきらめずにプレイをしていきたいです。 

とてもうまい選手などもたくさんいたので、そのプレイも参考にしたいです。 

    地区大会優勝するために 

野球部                       渡部 心温（１組） 

 地区大会を終えて、指示されて動くのではなく、自分から考えて動くことができていないと思っ

た。強いチームはそこができていると思ったので、自分から動けるようにしたい。 

 試合では１つのエラーで、一気に相手に流れを持っていかれたので、エラーやダブルプレイが無い

ようにすれば勝てるようになるのではないかと思った。地区大会に行って、小国中のあいさつがすご

いと思った。シートノックの時や試合の始めや終わりの時に、深々と２，３秒しっかり頭を下げてい

た。 

 試合では小国中に負けたけど、力の差はあまりないと思った。負けたのはエラーをしたり、自分か

ら行動するということができていなかったりしたことだと思うので、次の新人戦では、これらのこと

をできるようにして、３年生がかなえられなかった県大会に出場できるように頑張りたい。 

    憧れの先輩になるために 

バスケットボール部                本間 るい（２組） 

 私は今までの練習や試合を行ってきて、たくさんのことを感じました。その中でも、部長の心

優先輩に憧れました。練習中自分からできることを見つけ、空いている時間にたくさん練習して

いる姿がすごいと思ったからです。また、部長として皆をまとめる姿です。自分もやりつつ、困

っている人に教えてあげたりアドバイスしたりしています。試合中の動きにも憧れます。心優先

輩は外からのシュートも入るし、中に攻めていってもシュートを決めるのでカッコいいなと思い

ました。スピードもあるしジャンプも高いので、どこのポジションでもできます。私はまだ外か

らのシュートも入らず、リバウンドもできないので、どのポジションも中途半端です。家で自分

に足りないことをたくさん練習して、心優先輩のような、皆がついていけるカッコいい３年生に

なれるように頑張ります。 

 新人戦では、きっと１年生も何回か出場すると思うので、時間を上手に使って今まで以上に部

活動に力を入れて、新人戦地区１位になれるように頑張りたいです。 

    基本を大切に 

バレーボール部                    須貝 蘭（１組） 

 地区大会では、ユニフォームをもらうことが出来なくて、とても悔しかったです。でも大会では先

輩方のプレイを見たり、相手のプレイを見たりして、スパイクを打つ時の跳び方やトスの上げ方を学

ぶことができました。 

 私は、応援することしかできなかったので、会場中に響く大きな声で少しでも３年生の力になるよ

う気持ちを込めて応援しました。１日目、先輩たちが負けて泣いていたのを見て、私は最後に笑顔で

終わりたいし、少しでもやり切ったと思えるプレイをしたいので、３年生になるまでの期間の中で、

実力を自分なりに伸ばしていって、少しでもチームや仲間のために貢献できる選手になり、みんなの

気持ちが下がったときに、みんなのテンションを上げられるような人になりたいと思いました。 

「Try the work！」の取り組み実施中です。

すでにすべてのワークが間もなく提出できるま

で進んでいる仲間が多くいます。 

全員でレクGet！できるようにしよう。 



 

 

 

 みんなの感想を、講話してくださった嶋貫さん、小野さん、後藤さんにお渡しし、読んでもらいます。 

 

 ２組  髙橋 優那 

 私は、今日の講話をお聞きして、東京や飯豊以外の場所で仕事をするだけでなく、飯豊に

残って活動することの大切さを、改めて気づきました。 

 年が経つごとに人口も減り、少子高齢化なども進んでいる中で、今の自分にできることを

気づき、考え、行動していきたいと思いました。 

 今の飯豊に足りないところ、欠けているところを自分たちで進んで解決しようとしている

皆さんが、かっこいいなと思ったし、積極的に活動している皆さんに憧れました。 

 １組  鈴木 洋人 

 僕は、今まで知らなかった飯豊町の課題、持続可能な地域を目指した町の施策などを知

り、課題である人口減少やエネルギーと食糧問題などに真剣に取り組まなければならないと

思いました。僕が特に考えなければいけないと思ったことは、エネルギーの問題です。ロシ

アのウクライナ侵攻により、天然ガスや原油価格の高騰などの問題が世界的に広まっていま

す。岐阜県石礎白のような水車を使った水力発電ができれば、飯豊町内の電気代を少しだけ

安くできたり、電気を売ったお金を稼いだりできると思うので、がんばってください。今日

はありがとうございました。 

 １組  梅津 結衣菜 

 私は、飯豊町の「木」を使って温泉を温めるなど、リサイクルできることがあるんだなと

初めて知りました。飯豊町がだんだん人口が減っていくと、働く人が少なくなって地域社会

に影響が出るんだなと思いました。今、自分ができることは、いろんなことを行動に移した

り、自分が今の飯豊町にどんな問題があるのか学んだりすることだと思います。これから、

飯豊町がどんな工夫をして変わっていくのかとても楽しみです。 

 ２組  舩山 莉蘭 

 今日、講話を聞いて飯豊町は年間 130人程度の人口減少が続いていることや、人口減少に

よる地域社会は、高齢化や少子化、担い手不足などに影響することがわかりました。こうし

た課題に対して、地域住民みんなで飯豊町について考えるというのが良いなと思いました。

私も飯豊町の未来のことや自分たちでできることなどを考えていきたいと思いました。中学

生に期待することの「気づきを得る」「自分たちにできることを学ぶ」「行動に移す」の気づ

きを得ることはできるけど、行動に移すというのが、私はあまりできないのでがんばりたい

し、家とかで「飯豊町」のことを調べて、もっと「飯豊町」のことを知っていきたいです。 


